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1 取組の背景

【東日本大震災（Ｈ２３．３．１１）】
・ソーシャルメディア等インターネットを活用して安否確認が行われる

など、情報通信技術（ICT）に基づく情報伝達手段が広範囲に活用
される。

・一方、緊急時における情報の途絶や錯綜による不安感の増大、混乱から
迅速・確実な情報伝達手段の確保の必要性、もしもの時の備えが課題に。

⇒ 産学官で構成する『緊急時「情報力」強化検討会議』設置(Ｈ２４.７月)

「緊急時情報力強化推進方針」の策定（Ｈ２５.６月）

※情報力･･･「情報リテラシー」+「メディアリテラシー」
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1 取組の背景
【情報力強化のための「５つの基本的な考え方」】
１ 情報を確実に受け取る
もしもの時、どこかと、誰かとつながっていることが助けとなります。
日頃から、情報をいつでも確実に得られるような備えを考えておきましょう。

２ 情報をよく読み取る
もしもの時、間違いなく情報を読み取ることが大切です。
日頃から、信頼できる情報、最新の情報が入手できるような備えを
考えておきましょう。

３ 情報をうまく使う
もしもの時の的確な判断と行動は、あなたの情報が支えます。
日頃から、情報をどう活かすか、情報にそってどう行動するか、考えておきましょう。

４ 自ら情報を発信する
もしもの時は、あなたも情報の発信者の一人となります。

日頃から、情報を適切に発信できるような行動を身に付けましょう。

５ 情報でみんなを支える
もしもの時、あなたの情報で人を救ったり、周りの人を助けることができます。
日頃から、情報をどう使えばみんなのために役立てられるか考えてみましょう。

情報力強化の
ためには、情
報弱者（障害
者、高齢者、外
国人、観光客
等の一時滞在
者、良好な情
報環境にない
人）にも配慮が
必要
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1 取組の背景

【緊急時のための視覚・聴覚障害者のICT利活用調査結果（Ｈ２５．3月）】
・視覚・聴覚障害における情報格差軽減に貢献する可能性のあるデバイス

として「iPad」が有用。
・しかしながら、健常者向けと違い障害者向けにiPadの利活用を伝える

講習会については、講習する側が障害者向けの機能・使い方を把握して
いない、各障害に応じた講習の仕方がわからない等の理由により取組
事例が少ない。

⇒ 上記課題解決のためには、iPadの障害者向け機能と各障害に応じた
講習方法の体系化、講師役を行える人材の育成、外部サポート（会場、
ボランティア等の確保）、各障害者向けiPadの利活用方法についての
周知拡大 が必要
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２ 青森県の取組

【視覚・聴覚障害者のためのICT利活用サポーター育成事業（H25～H26年度）】
→ 視覚・聴覚障害者にiPadの操作方法を教える人財（サポーター）育成

講座、事業者向け講習会の開催
【視覚・聴覚障害者のためのICT利活用サポーター強化事業（H27～H28年度）】

→ サポーター育成講座に加え、ステップアップ講座（サポーターのスキル
アップ・実践、障害者等との交流会を実施）、視覚・聴覚障害者のICT
利活用推進フォーラム、目の見えない方・見えにくい方のためのICT
利活用展を開催

【障害者・高齢者のためのICT利活用サポーター強化事業（H29～H30年度）】
→ 視覚・聴覚障害者に加え、高齢者を対象としたサポーター育成講座を

開催
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２ 青森県の取組

【講師】
高森 三樹（たかもり みき） 氏

… ＮＰＯ法人あおもりＩＴ活用サポートセンター理事、
エイチピースタイリング代表。
自治体・企業・団体など様々な業種のWebサイト企画制作・コンサル
ティングに関わるほかWebや仕事をテーマにした講演・講習等でも
活躍。県内外の視覚・聴覚障害者向けのiPad講習会で多数の講師を
務めている。
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２ 青森県の取組
【サポーター育成講座、ステップアップ講座の開催実績】

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

【サポーター育成講座】
●健常者向け
青森市（８人／９回）
八戸市（７人／９回）

五所川原市（９人／９
回）
●障害者向け
青森市（７人／５回）

【ステップアップ講座】
●健常者向け
青森市（８人／５回）
八戸市（３人／５回）

五所川原市（４人／５
回）
●障害者向け
青森市（５人／１回）

【サポーター育成講座】
●健常者向け
青森市（７人／９回）
弘前市（１０人／９回）

●障害者向け
黒石市（６人／５回）

【ステップアップ講座】
●健常者向け

青森市（計３５人／６
回）

弘前市（計２１人／４
回）
●障害者向け
黒石市（６人／１回）

【サポーター育成講座】
●健常者向け
弘前市（８人／９回）
八戸市（６人／９回）

●障害者向け
青森市（５人／５回）

【ステップアップ講座】
青森市（予定／２回）
弘前市（予定／２回）

八戸市（計１８人／２
回）
黒石市（１３人／２回）

五所川原市（予定／２
回）

【サポーター育成講座】
●健常者向け
青森市（実施中／９

回）
十和田市（７人／９回）

●障害者向け
三沢市（６人／５回）

●高齢者向け
青森市（予定／５回）
八戸市（９人／５回）

【サポーター育成講座】
●健常者向け
青森市（６人／７回）
青森市（８人／７回）

●障害者向け
青森市（７人／５回）

※サポーター育成講座修了者は、
平成25年度～平成28年度までで
９４名

※平成２９年度からは、高齢者
向けのサポーター育成講座も実施
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２ 青森県の取組
サポーター育成講座（１）

・座学＋実習形式（１講座あたり
５～９回）

・社会人や大学生の参加が中心の
ため、仕事が終わる18時以降
に開催

・座学では、iPadの障害者向け
機能 （コミュニケーション
アプリ等）、障害者の日常生活
の特徴（どのように接してほし
いか）等について講義

・講座終了時には、修了証を交付
・地元の手話通訳者や大学生が

運営をサポート
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２ 青森県の取組
サポーター育成講座（２）

・実習前には、グループ毎にiPadの操作方法、アプリ機能の説明方法について検討
・実習本番は、モデルとなる各障害者（初対面）に対して、受講者のみで対応
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２ 青森県の取組
ステップアップ講座

・過去に受講したサポーターの
スキルアップ・実践の場の提供
・iPad操作方法等を習得したい
障害者等との交流会開催
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目の見えない方・見えにくい方のための
ICT利活用展 （Ｈ２８）

視覚・聴覚障害者のＩＣＴ
利活用推進フォーラム（Ｈ２７）

２ 青森県の取組
フォーラム等
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２ 青森県の取組
リーフレット・動画制作

リーフレット「目の不自由な方、耳の不自由な方のタブレット端末活用のすすめ」
（H２８．３月）
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２ 青森県の取組
リーフレット・動画制作

動画「使ってみよう！タブレット端末活用
のポイント」（視覚障害者編）

（H２８．３月）

動画「使ってみよう！タブレット端末活用
のポイント」（聴覚障害者編）

（H２８．３月）
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２ 青森県の取組

【「モバイルプロジェクト・アワード2014」】
⇒ 本県の「視覚・聴覚障害のある方に

iPadを教える人財育成事業」の取組が
『MCF社会貢献賞』を受賞！！（Ｈ２６．7月）

＜MCF社会貢献賞＞
・モバイルを利用して、教育、地域活動支援、スポーツ、文化等で社会に貢献している

プロジェクトに授与。地方自治体の受賞は、平成24年（2012）受賞の佐賀県に続き
２例目。

表彰

※MCF：一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム
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３ 成果と課題

【成果】
① アクセシビリティ機能や障害者のICT利活用への関心が増えた。
② 障害者とのコミュニケーションがとりやすくなった。
③ 講座をとおして、タブレット端末を利用する人が増えた。

【課題】
① 講座で使用する機器（iPad）の老朽化
② 講座実習時のモデル確保
③ 広報機会の拡大
④ 講座受講者の継続的なフォロー
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○ 青森県情報システム課のページ
http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kikaku/system/

ご清聴ありがとうございました。

アオモリンりんこちゃん

青森県ＩＣＴ利活用推進キャラクター
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